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ところで、もしレビの祭司制度が完全なものであったならば―民はこの祭司制度に基づ

いて律法を与えられたのです―どうして、さらに「アロンに連なる」ではなく、「メルキ

ゼデクに連なる」と呼ばれる別の祭司が立てられる必要があるでしょう。祭司制度に変更

があれば、律法にも必ず変更があるはずです。このように言われている方は、誰も祭壇の

奉仕に携わったことのない別の部族に属しておられます。私たちの主がユダ族出身である

ことは明らかですが、この部族についてモーセは、祭司に関することを何も述べていない

からです。このことは、メルキゼデクに連なる別の祭司が立てられたことで、いっそう明

らかです。この方は、肉の戒めの律法によらず、朽ちることのない命の力によって祭司と

なられたのです。こう証しされています。「あなたこそ永遠に / メルキゼデクに連なる祭

司である 。」 こうして、一方では、前の戒めが弱く無益なために廃止されました。―律法

は何一つ完全なものにしなかったからです―しかし、他方では、もっと優れた希望がもた

らされました。私たちは、この希望によって神に近づくのです。その上、このことは誓い

なしには行われませんでした。レビの系統の祭司たちは、誓いなしに祭司となりましたが、

この方は、誓いによって祭司となられたのです。神はこの方にこう言われました。「主は

誓われた。その御心を変えられることはない。あなたこそ、永遠に祭司である 。」 このよ

うにして、イエスはいっそう優れた契約を保証する方となられたのです。（ヘブライ 7:11

～ 22） 

 

著者は、律法に基づいて規定されたレビの系統の祭司制度によって、人が完全な救いに

達することができたとするならば、どうして、「アロン（レビ族）に連なる」ではなく、

「メルキゼデクに連なる」別の祭司が立てられる必要があるでしょうか、と疑問を投げか

ける。イスラエルは、祭司制度に基づいて律法を与えられてきた。祭司制度に変更があれ

ば、律法にも必ず変更があるはずである。別の祭司として立てられる方は、祭壇の奉仕に

携わったことのない別の部族に属しておられる。私たちの主イエスはユダ族出身であるこ

とは明らかである。主イエスは、ダビデの末裔であるヨセフを父としている。従って、主

イエスはユダ族に属する。このユダ族について、モーセは、祭司職に関しては何一つ述べ

ていない。このことは、祭司制度によらない、メルキゼデクに連なる別の祭司が立てられ

たことを明らかにしている。祭司制度に変更があることは、律法にも変更がなされている

ことになる。別の祭司として立てられた主イエスは、肉の戒めの律法でなく、朽ちること

のない神の命の力によって立てられたのである。「あなたこそ永遠に / メルキゼデクに連

なる祭司である」と証しされている通りである。主イエスが祭司として立てられたので、

以前の戒めは弱く無益なために廃止された。律法が完全なものでなかったからである。主

イエスが祭司になられ、律法が廃止されたことによって、もっと優れた希望がもたらされ

た。私たちは、この希望によって時宜に適った助けをいただき、恵みの御座に、大胆に近

づくことができる。これは、神の誓いによって、実現したのである。レビの系列の祭司た

ちは誓いではなく、律法によって祭司になっているが、主イエスは、誓いによって大祭司

になられたのである。神は主イエスに対し、「主は誓われた。その御心を変えられること

はない。あなたこそ、永遠に祭司である」と誓われた。このようにして、別の祭司として

立てられた主イエスは人間の罪を贖い、神に執り成す、優れた契約の保証となられたので

ある。 


